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松原　ロボット向けのAI技術の研究
です。産業ロボットのようなあらかじめ設

計された動きではなく、人間のように試

行錯誤の経験から行動パターンを学

習します。多様な環境に対応できるうえ、

少ない学習量でも効率よく的確に行

動できる技術を開発しました。微調整

が必要な布を裏返す作業や、天候の

影響を受けやすい小型船舶の自動運

転も可能になりました。

畑中　コンピューターの中で化学現
象を予測する研究です。シミュレーショ

ンや機械学習を駆使して、新素材に適

した化合物の候補を提示し、素材開発

の加速に貢献しています。

吉田　ペットボトルの材料であるポリエ
チレンテレフタレート（PET）を食べて、

増殖する微生物を発見し、そのメカニズ

ムを調べています。また、微生物により、

廃棄物を有用な化合物に変換して役

立てる研究も進めています。

藤沢　研究の成果をどのようにして
SDGsという研究の応用の出口につな

げているのですか。

畑中　適切な化合物の候補を提示
することで、無駄な実験を最小限に抑え、

従来よりも少ない資源で素材開発を可

能にするという形で貢献しています。

松原　ロボットにAI技術をどこまで導
入すれば実用になるかを検証していま

す。そこで、企業の研究者とともに、最新

の技術を現場に持ち込んで、何が必

要かを探索します。

吉田　発見した微生物によるPETの
分解の速度は、まだまだ遅く、すぐには

実用化できません。環境浄化などへの

期待があるので、機能を詳しく調べる

地道な研究を通して、ブレークスルー

の可能性を探っています。

藤沢　社会との関わりの中で科学者
の立場をどのように位置づけますか。

畑中　私は知りたいという欲望に突き
動かされて研究を行っていますが、研究

を通して得た知見を社会還元することも

大切なので、両面から課題に向き合っ

ています。

吉田　子どもさんたちから、私達の
微生物の研究に寄付したいという申し

出があり、社会に支えられていることを

身近に感じました。改めて研究者として

の在り方や方向を考えています。

松原　AIやロボットの世界が好きで
研究を始めました。１０年経って、社会

のニーズが高まり、忙しくなりましたが、

日々の研究の楽しみを継続して心豊

かになることが大切と心がけています。

多川　知りたい欲望には、自分の研
究が世の中の役に立つという思いが

含まれていて、善欲と言えます。同時に

社会の側からは、研究の成果の還元

を望んでいるので経過報告をしないと

断絶を広げることになります。社会の一

員であることを強く意識して研究倫理

の問題も考えてください。

　

藤沢　企業との研究を進めるための
当面の課題は何ですか。

吉田　企業の方が相談に来られます
が、企業間の利害関係があってなかな

か、そろって同じ方向には行けません。

大学人や企業人が一つの目標に

向かって集まれる場が必要です。

畑中　若い研究者の場合、企業と
大学のコラボでは、自分のオリジナル

なアイデアの部分がわかりにくく、次の

職を探す際にアピールし難いと感じて

いる人もいます。企業と大学では成果

を評価するシステムが異なることに起

因する問題で、今後解決策を考える

必要があります。

松原　大学ではできない実験を企業
でできるなどいい形で研究できています。

ただ、ドイツのフラウンフォーファー研究

機構のような長期に一体感を持って

取り組める場があれば、と思います。

濵口　この１０年で大学発ベンチャー
が増加し、一方で、ベンチャーを大企

業が買収して時代に即応するようになり

ました。若い研究者にとっての利点であ

り、何が必要かを具体的に詰めれば、

テーマが見えてきます。また、大学の研

究は、民間に比べて長期間かかるの

で、研究の現場を国民に見てもらい、

将来の夢に投資をしてもらうという、社

会の文化の育成も重要です。

藤沢　今後、科学技術が進化して、
人間と共存したときにどんな課題がある

でしょうか。

多川　科学者には、哲学をぜひ身に
付けていただきたいです。研究室は

成果が出るまで、他の人が関われない

聖域ですから、哲学的な面での自己チ

ェックをしてほしいです。

濵口　研究者の自律性をどこまで自
分たちが保証できるのか、プライドを持

って説明できるかどうかは、独り立ちする

研究者に求められます。自分の専門以

外の人に説明できる心の準備をしなが

ら、日々 の仕事をこなすことが必要です。

藤沢　時代とともに研究環境が変わ
り、科学者の在り方も変わっていく。そこ

で、研究成果を伝えていく、開示してい

くことの大切さを、改めて別の角度から

教えられました。
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社会との関わりの重要性

当面の課題

人間と共存する科学

奈良先端科学技術大学院大学
研究推進機構 特任准教授

奈良先端科学技術大学院大学
研究推進機構 特任准教授

奈良先端科学技術大学院大学
研究推進機構 -特任准教授

畑中 美穂

吉田 昭介

濵口 道成氏

国立研究開発法人
科学技術振興機構 理事長

藤沢 久美氏
シンクタンク・ソフィアバンク代表

多川 俊映氏
興福寺 寺務老院

ファシリテーター
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フィック型回路の高信頼化設計も手掛けている。
　新谷助教は、集積回路の設計の研究を企業で９年間続けた
後、大学に移った。それだけに「企業では、短期間の成果を考え
ていましたが、大学では１０年後を想定して基礎研究から始める
ことができます。常識を疑って一から始め、性能が格段によくなる
といった方向にもっていきたい」と張り切る。趣味はネットを検索
しての食べ歩きだ。

　若い学生らも情報システムの未来を見据えたテーマに挑戦
している。
　土田将司さん（博士後期課程３年）は、機器をつないだネットの
一部に故障が発生しても、全体のシステムを止めることなく動き
続けるなど故障耐性に関するアルゴリズムがテーマ。ネットを移
動してデータを処理する複数の「モバイルエージェント」と呼ばれ
るソフトウェアを考え、悪意のある動作をする偽のモバイルエー
ジェントが存在したとしても、正常なモバイルエージェント全てが
1箇所に高速に集まれるアルゴリズムの提案を行った。
　「システムの実現がかなり先のことなので、今のうちに基盤を
整えておきたい」と意気盛ん。無類のコーヒー好きで、頭を休める
方法が、ラテアートの練習をすること。
　石坂守さんは（博士前期課程２年）は、新たな不揮発性の記憶
素子として有望視されている「メモリスタ」で構成するデバイスに
ついて、故障が発生しても正しく動作する回路の設計に取り組ん
でいる。誤り符号訂正回路というデータ復元の手掛かりになる回
路を小さく組み込むことで、従来よりデータ書込みの寿命を延ばす
ことができた。「メモリスタは脳型コンピュータにも使えるのでそちら
の信頼性を上げる手法も構築してきたい」と意欲的。日常でも
ゲーム「アイドルマスター」の追っかけをするほどエネルギッシュだ。
　バングラデシュから留学しているリアズ・アル・ハク・ミアさん（博
士後期課程３年）は、１０進数で計算するコンピュータを研究し、
掛け算を実行する手法を開発した。「通常のコンピュータで使う２
進数だと、大きな桁数の計算時に誤差が大きくなる。１０進数計
算はITを使う金融サービスなどに適している」と説明する。「本学
の研究環境は素晴らしく、できれば日本で研究を続けたい」。旅
行が趣味で、富士山や社寺を巡っている。
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分子医学細胞生物学研究室
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受 賞

◆ 受賞の対象となった研究業績
“Conversational Response Re-ranking Based on Event Causality and Role 
Factored Tensor Event Embedding”

◆ 受賞研究の概要
　本研究では、対話履歴に対し一貫した多様な応答を選択する手法を提案します。   
　提案手法は対話履歴に対する一貫性を保つため、対話モデルより生成さ
れた応答候補を、対話履歴と応答候補の間に存在する因果関係（ストレス
が溜まる → 発散する、など）を用いてリランキングします。
　この際、因果関係の認定には統計的に獲得された因果関係ペアを用い
ますが、対話中に存在する全ての因果関係を被覆するような辞書を用意する
ことは難しいです。
　そこで、Role Factored Tensor Model を用いて事態を分散表現に変換
することで、因果関係知識のカバレージを向上させ、因果関係知識と対話中
の因果関係の頑強なマッチングを実現しました。
　自動評価、人手評価の結果、提案手法は応答の一貫性や対話継続性を
向上させることが確認できました。

◆ 受賞についてのコメント
　このような賞を頂き、大変嬉しく思います。これもひとえに指導していただいた
先生方のおかげかと存じます。 本研究はまだまだ改善の余地があるので、この勢
いを失わないよう、引き続き精進して参ります。

情報科学領域 知能コミュニケーション研究室

田中翔平さん（博士前期課程
2年）らが、国際ワークショップ
ConvAI 2019において Best 
Paper Awardを受賞！
　ConvAI（NLP for Conversational AI）
は、自然言語処理のトップカンファレンスで
ある ACLと併催される雑談対話研究の国
際ワークショップです。初回ワークショップ 
ConvAI 2019（the 1st Workshop on NLP 
for Conversational AI）は、ACL2019
会期中の8月1日に、イタリア・フィレンツェに
て開催されました。今回は、68本の論文が
投稿され、内25本が採択されました。田中さ
んらの論文は採択された論文の中から2本が
選ばれるBest Paper Award を受賞しました。

◆ 受賞の対象となった研究業績
“Luminescent and scintillation properties of Ce3+:Tb3Al5O12 crystal grown 
from Al-rich composition”

◆ 受賞研究の概要
　シンチレータは放射線照射により即時発光する蛍光体であり、X線CTな
どの医療診断装置やセキュリティをはじめとする様々な放射線計測用途で
利用されています。一方で、可視域の発光遷移を有する希土類ホストの
ガーネットは、濃度消光による発光効率低下の懸念からほぼ検討がなされて
いませんでした。今回開発したCe添加Tb3Al5O12はTb‒Ce間のエネルギー
移動に基づいて開発したもので、効率的なエネルギー移動により酸化物で
世界最大の発光量を示すシンチレータであることを見出しました。当該論文
はエネルギー移動を効果的に作用させるという挑戦的なコンセプトを実現
させたため、今後のシンチレータ材料設計に大きな波及効果を及ぼすと考え
られます。

◆ 受賞についてのコメント
　このような栄誉ある賞を頂き大変光栄に存じます。申請にあたってご推薦くださった
柳田先生ならびに共著者の皆様に深く御礼申し上げます。今後も本受賞を励みとし
て、より一層研究に邁進していく所存です。

物質創成科学領域 センシングデバイス研究室

中内大介特任助教が第41回
2019年度応用物理学会
論文奨励賞を受賞！
　センシングデバイス研究室の中内大介
特任助教（当時は同研究室博士後期課程
3年）が第41回（2019年度）応用物理学
会論文奨励賞を受賞しました。
同賞は2017年および2018年発行の和文
機関誌「応用物理」または英文論文誌
「Japanese Journal of Applied Physics」
「Applied Physics Express」に掲載された
論文の著作者を対象として、応用物理学の
進歩向上に貢献すると期待される優れた若
手研究者5名に対して授与されるものです。

◆ 受賞研究の概要
　顔に関する画像認識技術や自動車の自動運転の分野にお
いての多大な功績を高く評価されました。

◆ 受賞についてのコメント
　楽しく、役に立つ、ストーリー性のある研究を心掛けてきまし
たが、今後も続けたいと思います。わたしは米国での研究生活
を送ってきましたので今回の選出は驚きとともに嬉しく感じてお
ります。
　また、本学での研究室名と同じ「コンピュータビジョンとロボッ
ト工学」という分野が特定されたことは同じ分野で働く若い人
たちにとってもいいことではないかとの思いです。

金出武雄客員教授が
文化功労者として顕彰

船津公人教授が
「2019 Herman Skolnik Award」を
受賞、記念講演会を開催

　本学客員教授の金出武雄先生が、令和元年度文化功労
者として顕彰されました。文化功労者は、文化の向上発達に関
し、特に功績が顕著なものを顕彰するもので、今年度は21人
が選出されました。

　本学データ駆動型サイエンス創造センター（DSC）研究ディ
レクター・物質創成科学領域データ駆動型化学研究室の船
津公人教授が、化学情報学における先駆的な研究と長年に
わたる当該分野の発展に対する貢献により、ACS 学会（米国
化学会）Chemical  Information部門の2019年「Herman 
Skolnik Award」を受賞しました。

　「Herman Skolnik Award」は、理論化学および化学情報
学に貢献した研究者を毎年1名表彰するもので、当該分野に
おいて最も歴史と権威のある賞です。今回の船津教授の受賞
は、欧米以外の研究者で初めての受賞です。

　また、受賞を記念して、11月29日に本学において受賞記念
講演会を開催しました。

　船津教授の受賞記念講演では、現在の研究における先端
のトピックスとともに、船津教授がケモインフォマティクスの研
究を始められたときからの歩みと研究の将来展望にいたるまで
大変示唆に富む講演がなされました。
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“Conversational Response Re-ranking Based on Event Causality and Role 
Factored Tensor Event Embedding”
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　本研究では、対話履歴に対し一貫した多様な応答を選択する手法を提案します。   
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ことは難しいです。
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向上させることが確認できました。
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2年）らが、国際ワークショップ
ConvAI 2019において Best 
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　ConvAI（NLP for Conversational AI）
は、自然言語処理のトップカンファレンスで
ある ACLと併催される雑談対話研究の国
際ワークショップです。初回ワークショップ 
ConvAI 2019（the 1st Workshop on NLP 
for Conversational AI）は、ACL2019
会期中の8月1日に、イタリア・フィレンツェに
て開催されました。今回は、68本の論文が
投稿され、内25本が採択されました。田中さ
んらの論文は採択された論文の中から2本が
選ばれるBest Paper Award を受賞しました。

◆ 受賞の対象となった研究業績
“Luminescent and scintillation properties of Ce3+:Tb3Al5O12 crystal grown 
from Al-rich composition”

◆ 受賞研究の概要
　シンチレータは放射線照射により即時発光する蛍光体であり、X線CTな
どの医療診断装置やセキュリティをはじめとする様々な放射線計測用途で
利用されています。一方で、可視域の発光遷移を有する希土類ホストの
ガーネットは、濃度消光による発光効率低下の懸念からほぼ検討がなされて
いませんでした。今回開発したCe添加Tb3Al5O12はTb‒Ce間のエネルギー
移動に基づいて開発したもので、効率的なエネルギー移動により酸化物で
世界最大の発光量を示すシンチレータであることを見出しました。当該論文
はエネルギー移動を効果的に作用させるという挑戦的なコンセプトを実現
させたため、今後のシンチレータ材料設計に大きな波及効果を及ぼすと考え
られます。

◆ 受賞についてのコメント
　このような栄誉ある賞を頂き大変光栄に存じます。申請にあたってご推薦くださった
柳田先生ならびに共著者の皆様に深く御礼申し上げます。今後も本受賞を励みとし
て、より一層研究に邁進していく所存です。

物質創成科学領域 センシングデバイス研究室

中内大介特任助教が第41回
2019年度応用物理学会
論文奨励賞を受賞！
　センシングデバイス研究室の中内大介
特任助教（当時は同研究室博士後期課程
3年）が第41回（2019年度）応用物理学
会論文奨励賞を受賞しました。
同賞は2017年および2018年発行の和文
機関誌「応用物理」または英文論文誌
「Japanese Journal of Applied Physics」
「Applied Physics Express」に掲載された
論文の著作者を対象として、応用物理学の
進歩向上に貢献すると期待される優れた若
手研究者5名に対して授与されるものです。

◆ 受賞研究の概要
　顔に関する画像認識技術や自動車の自動運転の分野にお
いての多大な功績を高く評価されました。

◆ 受賞についてのコメント
　楽しく、役に立つ、ストーリー性のある研究を心掛けてきまし
たが、今後も続けたいと思います。わたしは米国での研究生活
を送ってきましたので今回の選出は驚きとともに嬉しく感じてお
ります。
　また、本学での研究室名と同じ「コンピュータビジョンとロボッ
ト工学」という分野が特定されたことは同じ分野で働く若い人
たちにとってもいいことではないかとの思いです。

金出武雄客員教授が
文化功労者として顕彰

船津公人教授が
「2019 Herman Skolnik Award」を
受賞、記念講演会を開催

　本学客員教授の金出武雄先生が、令和元年度文化功労
者として顕彰されました。文化功労者は、文化の向上発達に関
し、特に功績が顕著なものを顕彰するもので、今年度は21人
が選出されました。

　本学データ駆動型サイエンス創造センター（DSC）研究ディ
レクター・物質創成科学領域データ駆動型化学研究室の船
津公人教授が、化学情報学における先駆的な研究と長年に
わたる当該分野の発展に対する貢献により、ACS 学会（米国
化学会）Chemical  Information部門の2019年「Herman 
Skolnik Award」を受賞しました。

　「Herman Skolnik Award」は、理論化学および化学情報
学に貢献した研究者を毎年1名表彰するもので、当該分野に
おいて最も歴史と権威のある賞です。今回の船津教授の受賞
は、欧米以外の研究者で初めての受賞です。

　また、受賞を記念して、11月29日に本学において受賞記念
講演会を開催しました。

　船津教授の受賞記念講演では、現在の研究における先端
のトピックスとともに、船津教授がケモインフォマティクスの研
究を始められたときからの歩みと研究の将来展望にいたるまで
大変示唆に富む講演がなされました。
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的な連携に関する協定を締結しました。
　これまで両機関は、実践的なアントレプ
レナー（起業家）育成プログラム等を通じ
た産学連携など、個々の連携を進めてきま
したが、これを組織的な連携に発展させ、
より緊密な連携・協力体制を構築します。
　本協定をきっかけに、両機関の連携・協力
体制を更に強化し、国際的な視野での起業・
事業創出を先導できる優秀なアントレプレ
ナーを育成することなどを通じ、科学技術の
振興や社会の発展への貢献が期待されます。

　12月13日（金）、フランスのエコール
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